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論　文　の　内　容　の　要　旨

本論文では文書全体のトピック情報を利用する新しい統計的言語モデル（以下，トピックモデルと呼ぶ）

を提案し，さらにトピック情報を利用した評価文書分類手法の高精度化を行っている。

新しいトピックモデルとして混合ディリクレモデルを提案している。これは単語の確率分布としてそれぞ

れのトピックに対応するディリクレ分布を複数個仮定することで，トピック毎の単語出現確率の変動を直接

捉えるモデルである。ただし，混合ディリクレモデルは過適応を引き起こしやすいため，階層ベイズモデル

を用いることで過適応を緩和する推定手法も同時に提案している。実際のテキストデータを用いた実験に

よって，混合ディリクレモデルが従来のトピックモデルよりも予測力の観点において性能が高いことを明ら

かにしている。

応用研究として，混合ディリクレモデルに限らず従来のトピックモデルを含めて，意見分析の一分野であ

る評価文書分類への適用を行っている。評価文書と呼ばれるレビュー等にはそのレビュー対象のカテゴリに

よって評価表現が異なる場合が存在するため，その変動をトピックモデルによって自動的に捉えることがア

イデアの中心である。単純なトピックモデルの適用を行った場合，肯定極性・否定極性において別個にトピッ

クが学習される問題を，極性間に共通のトピックを導入することで解消している。評価実験では Amazon に

おける大量のレビューデータを用いて，従来のナイーブベイズ分類器や SVM等の分類器に対し，提案手法

の精度が有意に高いことを明らかにしている。

審　査　の　結　果　の　要　旨

トピック情報を利用した統計的言語モデルの基礎的な理論研究とそれをWeb上の評価文書分類に応用し

た論文である。前半の理論研究では，自然言語処理の従来の文脈モデルから自然に導かれる強力なトピック

モデルを提案し，自然言語処理で特に重要な単語予測力の点で他の一般的なトピックモデルよりも高性能で

あることを実験的に示している。後半のトピックモデルを利用した評価文書分類については，前半で自ら提
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案しているトピックモデルではあまり高い性能が出なかったものの，提案している一般的なトピックモデル

を評価文書分類システムへ組み込む手法には新規性があり，性能も高いことが実験的に示されている。評価

文書分類に対するトピックモデルの有効性を明らかにした点で学術的な貢献は大きいと判断できる。

よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




